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校 長 決 定 

令和７年度 東京都立葛西工科高等学校 学校経営計画 

 
１ 目指す学校 
 優れた工業技術者・技能者の努力によって、我が国は工業立国として目覚ましい発展を続けてきた。更
なる発展のためには、引き続いて工業技術者・技能者の育成が不可欠である。 
本校は、創立以来ものづくり人材を育成・輩出し、東京の産業の発展を支える役割をはたしてきた。校

訓を『真理を愛し、勤労をたっとび、責任を重んずる』と掲げ、６０年以上にわたりゆるぎないものとし
ている。技能を重視した工科高校のリーダー校として、基本的人権の精神を涵養させる。さらに、生徒一
人一人が、「義務と責任」を自覚するとともに、豊かな創造性と独創性を発揮し地域に貢献する学校を目
指す。また、工科高校は中学生の普通科志向により、積極的に志望する生徒の割合が少ない課題が明らか
となっている。全教職員が協力体制をもって、工科高校の魅力向上策、イメージ戦略を取り入れた積極的
な募集活動を行う。 
(1)広報活動を充実させ、産業界のニーズに応えられる人材を育成する学校。 
(2)学習指導、進路指導、生活指導を充実させ、心身共に健康な生徒を育成する学校。 
(3)工業技術者・技能者としての基礎・基本を習得し、キャリア教育を通して工業人としての職業観・勤
労観を育む学校。 

(4)学校行事、部活動、資格取得、ボランティア活動、地域活動へ積極的に参加し、潜在能力を発現させ
コミュニケーション能力を高め明るく元気で挨拶のできる生徒を育成し「生きる力」を高めさせる。個
性･能力を一層伸ばして、自信と誇りがもてる活力ある学校。 

(5)「ものづくり教育」と「防災」の拠点として、地域から期待される学校。 
(6)全教職員が『ライフ』と『ワーク』を両立させ心で支えあい、教職員一人一人のライフ・ワーク・バ
ランスが実現され、教職員個人にとっても組織にとっても、メリットのある関係を築く学校。 

 
スクール・ミッションとスクール・ポリシーは以下のとおり。 
(1)スクール・ミッション 
  豊かな人格形成を目的とし、その実現のため、一般及び専門にわたる基本的教養を身に付けることを
教育目標とし、地域の教育力を生かした進路活動や、ものづくり教室等で学んだ技術・技能を生かす機
会を通じて、真理を愛し、責任を重んずる地域に貢献する技術者を育成します。 

 (2)グラデュエーション・ポリシー 
  ①基礎的・基本的な実験・実習を通して体験的に理解させ、工業技能・技術の習得。 
  ②職業資格、検定・発表会に積極的に挑戦し、卒業までに３資格以上取得。 
  ③全教科・科目において環境教育に取り組み、身の回りの環境整備を推進し美化意識を醸成。 
 (3)カリキュラム・ポリシー 
  ①生徒の実態に応じた授業を展開し、基礎・基本の確実な定着を図る。  
 ②実験・実習を通して、「ものづくり教育」を推進し、積極的に技術・技能を身に付けさせる。 
 ③全学年でキャリア教育を推進し、企業と連携しながら実践的な技能・技術を身に付けさせる。 
(4)アドミッション・ポリシー 
 ①機械・電子・建築の分野に興味・関心をもち、ものづくりの技術・技能を身に付けたい生徒。 
 ②身に付けた技術・技能を将来に生かしたい生徒。 
③資格取得・検定試験にチャレンジする生徒。 

  ④積極的に企業での就業体験に参加する生徒。 
  ⑤部活動や生徒会活動を３年間続ける意思があり、学校行事に積極的に取り組む意欲のある生徒。 
 

２ 中期的目標と方策 
工業人として未来を培うためキャリア教育を推進する。設備拠点校実習を充実させて、地域の工業教育

の中核を担う。 
工業人として「時を守り、場を清め、礼を尽くす」教育と「整理・整頓・清潔・清掃・しつけ」５Ｓ教

育を全ての教育活動で推進していく。 
(1)明確な進路目標を立て、基本的生活習慣を確立させて規範意識を高め、自主･自律の精神を育てる。 

①生徒全員にインターンシップを体験させ、進路目標を明確にする。          (進路指導） 
②欠席･遅刻･早退を防止する指導を組織的に進め、１年間の皆勤･精勤者６０％以上を目指す。特に、
遅刻常習者を減少させるため、遅刻指導の充実・強化を図る。           （生活指導） 

③社会のルールやマナーを守り、基本的生活習慣を確立する指導を徹底させる。     (生活指導） 
④学校保健計画をもとに、生徒自ら自己の安全と健康を守る力を育成する。      (健康づくり) 
⑤学校図書館運営計画をもとに学校図書館を活用し、読書活動推進を図る。      （読書活動） 
 

(2)ものづくり教育を推進し、工業人としての技能･技術を習得させ、健全な職業観･勤労観を育み、進



路未定者０を目指す。 
①基礎的・基本的な実験･実習を通して体験的に理解させ、工業技能･技術の習得を図る。 (学習指導) 
②職業資格、検定・発表会に積極的に挑戦し、卒業までに３資格以上取得させる。 

 (学習指導・進路指導) 
③全教科・科目及びホームルーム活動において環境教育に取り組み、身の回りの環境整備を推進し、美 
化意識を醸成する。                          (学習指導・生活指導) 

④地域の産業界や職業能力開発センターと連携し技能･技術指導を行う。    (学校経営・組織体制） 
(3)自己の能力を最大限発揮させ、自信と誇りを培い、全員進級・卒業を目指す。 

①努力している生徒、成果をあげた生徒を認め、褒め、励ます指導を行う。 
        （生活指導・進路指導・学習指導） 

②授業力向上を推進するとともに、「主体的・対話的で深い学び」の実践を通して、生徒の生涯にわた
って学ぶ力を育成する。                             （学習指導） 

③生徒に身に付けさせるべき技能・技術を明確にして、基礎技能を習得させ、一層の技能向上を図る。 
                                                      （学習指導） 
④生徒の部活動加入を促進し、部活動の内容を一層充実･改善していく。   （生活指導・学校経営）                                     
⑤オンライン学習等の新たな学習形態を活用した学習指導を研究・工夫する。   （学習指導） 

(4)地域の幼･小･中･高、特別支援学校等との交流･連携･協力関係を推進する。 
①全職員による広報活動を実施する。工科高校を知ってもらうための中学校訪問、ホームページの充実、
体験入学、学校説明会、動画配信等、積極的な広報活動を行う。        （募集・広報活動） 

②設備拠点校実習を生かした実習の連携を行う。                       (学校経営・組織体制） 
③地域の行事に積極的に参加し、地域並びに幼･小･中学校・特別支援学校等との交流･連携を推進する。                                 

（学校経営・組織体制） 
④教科「人間と社会」の活動を通して、地域の一員としての自覚が高い生徒を育てる。 
                               （学習指導・生活指導・進路指導） 
⑤小中学生を対象とする各種ものづくり体験の拡充を図る。           （募集・広報活動） 
⑥台風等の風水害に対する学校設備の安全のため、対策に取り組む。           （防災） 

(5)国際理解教育を推進するために海外との交流を促進する。 
①海外学校間交流推進校として、連携する学校とオンラインや渡航による対面での交流を図り国際理解
を深める。                                  （学校経営） 

②令和7年度入学生より海外修学旅行の実施を検討し、他の国々の生活や文化、歴史等を正しく理解し
尊重する心を育てる。                             （学習指導） 

 
３ 今年度の取り組み目標と方策 
(1)教育活動の目標と方策 

生徒の実態に即し、Ｐ（計画）→Ｄ（実施）→Ｃ（評価）→Ａ（改善）サイクルを定着させ、常に改
善・充実を図る。 
 いじめ・差別・暴力そして体罰は、絶対に認めない・許さない・見逃さない方針を周知・徹底し、安
心して学び、一人一人が力を発揮できる教育環境創りに学校を挙げて取り組む。 
①学習指導  
1 生徒の現状に基づいて、各教科・科目の授業内容を精選し、「主体的・対話的で深い学び」の実践
について、工業科の教員、普通科の教員が一体となり、授業改善や指導方法の工夫に取り組む。 
2 工業人として身に付けさせるべき基礎的技能・技術を習得させるとともに、学習意欲を高めさせ技
能向上を図る。 
3 授業時数の確保に努め、習熟度別授業、少人数授業、授業・指導の工夫等により、生徒の理解度に
応じた授業を展開し、基礎学力の定着を図るとともに発展的内容を取り入れる。 

4 学校全体で授業規律の確保に努め、各教科・科目で、基本的な学ぶ姿勢の指導を徹底する。 
5  生徒による授業評価と指導法の研究を実施するとともに、教員相互の授業見学や公開研究授業・研 
究協議会・校内研修等を行い、授業力向上に努め、教科横断的な視点から授業改善を進める。 
6  専門教科においては、実験･実習を通して理論と基礎技能･技術を身につけさせる指導を充実させ、 
自校で実施できる資格取得講習会の機会を拡充させる。また、地域産業界(熟練講師）や職業能力開 
発センターとの人材交流等の有効活用を図り、教育効果を高める。 

7  生徒が自ら問いを立てて、その解決に向けて情報を収集・整理・分析し、周囲の人と意見交換・ 

協働する探究学習を進めていく。併せて、学習成果発表を通じて、学習習慣の形成や学習意欲の向 

上を実現し、学力のより一層の定着を図る。 

8  教科「人間と社会」の活動を通して他人に共感し、社会に役立つ喜びを体感させ、進んでボランテ
ィア活動や奉仕活動に参加する生徒を育成する。 

9  ＩＣＴ環境を整備し、ＩＣＴ機器やコラボレーションツール等の先端技術を効果的に活用した授業



や、家庭学習を推進するとともに、正しい情報活用能力を育成する。また、一人一台端末の導入に
対応した研修を行い、効果的な活用を目指す。 

10 東京都統一体力テストを実施し、得られたデータを元にした指導法の改善と、生徒の体力向上を図る。 
②進路指導 
1  人間としての在り方・生き方の指導を充実させ、自己実現に向ける意識を高める。このため、毎 
学年進路調査を実施し統計処理して公表する。 
2  進路指導部・学年を中心に外部講師を活用するなど、進路ガイダンスを一層充実させる。 
3  ２学年全員を対象としたインターンシップを拡充させる。 
4  進路希望１００％実現と進路未定者０を目指す。 

③生活指導 
1  遅刻指導、服装・頭髪指導等の改善・充実を進め、基本的生活習慣の確立と規範意識の指導を徹 
底して、場に相応しい振る舞いを、自ら考え実践できる生徒を育成する。 
2  日常の清掃活動等を通して、教室美化・校内美化に自ら目を向ける指導を行い、施設や設備を大 
切に扱う態度を育てる。また、ごみの分別を図ると共にリサイクル教育を徹底する。 
3  自己の可能性を引き出し、個性を発見･発揮できる機会を増加させるため、学校全体で、部活動を 
奨励するとともに、学校行事を一層精選・充実させる。 
4  努力した生徒、成果をあげた生徒を認め、励ます、褒める指導を行う。集会で表彰を行う。 
5 いじめ・差別・暴力をなくすため、スクールカウンセラーを一層活用し、養護教諭・学年・
生活指導部・特別支援コーディネーターとの連携を強化して教育相談機能を高め、いじめ等の
未然防止・早期発見に組織的に対応する。 

④特別活動･部活動 
1 生徒自ら自主的に運営できる能力を育成するとともに、部活動の加入率の向上に努める。 
（アルバイト原則禁止を徹底させる） 
2  生徒会活動の活性化を図り、体育大会・江紫祭等の学校行事を一層充実させ、自主･自律の精神を 
涵養する。 
3 校歌指導の充実を図り、入学生に上級生自らが指導できる体制とする。 
4  地域の清掃活動等の実践により、生徒の社会貢献や思いやりの心を育み、豊かな人間性を育成する。 
また、地域との連携を一層強化し、愛される学校づくりを推進する。 
5 海外の学校との交流を通して他の国々の生活や文化、歴史等を正しく理解し尊重する心を育てる。 

⑤健康づくり 
1 学校におけるスポーツ活動全般の支援を進め、心と身体を鍛える。 
2  学校保健計画に基づき、健康増進・安全指導を充実させる。保健だよりの発行等を通じて、健康全 
般への意識を向上させる。感染症や食物アレルギー等の健康課題に対する理解を高め、組織的に対応 
する。 
3 防災教育、交通安全教育、薬物乱用防止教室、普通救急救命講習会等を充実させ、自他の健康・安 
全を守る力を育成し、生命の尊厳について認識させる。 
4 「食育」に関して、家庭と連携し生徒自らが健康や食生活を考える健康指導を充実させる。 
5 特別な支援が必要な生徒への合理的配慮について、具体的な対応内容は、関係機関と連携し、生徒、 
保護者と話し合って定める。 

6 自殺対策基本法及び自殺総合対策大綱に基づき、自殺対策に資する教育の推進に向けた取り組みを 
行う。 
・命の大切さを実感できる教育。 
・ＳＯＳの出し方に関する教育。 
・心の健康の保持に係る教育。 

⑥募集･広報活動(地域交流等) 
1 募集対策として、中学校訪問、学校説明会、体験入学、入試説明会、個別相談会等に全職員で組 
織的に取り組む。 

2  広報活動として、中学校訪問、出前授業、上級学校訪問等に組織的に対応するとともに、江戸川 
区を中心に地域の行事へ生徒を参画させ地域貢献を推進する。 

3 学校公開、年２回の授業公開を実施し地域に開かれた学校づくりを推進する。 
4 江戸川区教育委員会、小･中･高校、産業団体等との連携･交流を推進する。 
5 小中学生を招きものづくりにかかわる受入授業や体験授業等を実施し工業教育・工科高校ＰＲを
推進する。 

⑦ 学校経営･組織体制 
1 インターンシップ・就業実践等における受入れ企業の新規および見直しを推進する。また、企業と
の連携を進め、常に新しい知識や技術をキャッチアップする。 

2 学校運営連絡協議会と学校評価委員会、学校保健委員会の充実を図る。 
3 設備拠点校実習として、積極的にグループ校の受入を行うとともに、設備の有効活用を検討する。 



4 学校開放事業を拡充し、一層、施設開放・公開講座を充実させ、広く開かれた学校づくりを推進 
する。 

5 学校経営計画に基づく各分掌における組織目標の確立を図る。 
6 学校内の環境整備改善を進め、働き方改革を推進するとともに働きやすい職場の在り方を考え改
善に努める。 

⑦学校図書館の活用と読書活動推進 

  1 授業や実習等のレポート課題での図書館の活用を促進するため、関係教科および教職員と連携を
図る。 

2 貸出冊数の向上と未読者率の減少のため、選書と広報活動等の工夫し利用の促進を図る。 
3 学びの場であるとともに、生徒の心身の居場所としての環境整備を整える。 

 
(2)重点目標と方策 
①基本的生活習慣を確立して、授業に積極的に取り組む意欲と態度を高めさせ、進級率を増加させ、転･
退学者を減少させる。 
1  認め・励ます・褒める指導を一層充実させ、生徒の学ぶ意欲を育てる。 
2  学年と分掌間の連携を密にし、生徒の基本的生活習慣の確立を徹底する。 
3  生徒の課題解決のため、保護者との連絡を密にとり、協力・連携を図る。 
4  非行を未然に防ぐ指導を充実させ、特別指導の減少を図る。 
5  皆勤・精勤者を増加させ遅刻指導の一層の改善・充実を進め、遅刻常習者の減少を図る。 
6  部活動の加入を向上させ、一層の活性化を進め帰属意識を高めさせる。 

②就職希望達成率100％を維持し、卒業時の未就業者を無くす。 
1  卒業生・外部講師を活用した進路ガイダンスを年間３回以上行い、自己実現に努めさせる。 
2  東小松川工場会や各種業界団体等の企業見学会･講演会を実施する。 
3 インターンシップ・就業実践等協力企業の増加をさせるとともに、新しい連携方法について模索
する。 

③国家資格取得者、検定合格･認定者を増加させる。 
1  関連する授業等を活用し、各教科における資格取得指導を充実させる。 
2  資格取得、検定、ものづくりコンテスト等に積極的に挑戦する意識・意欲を高めさせる。 

 
(3)数値目標 全て前年度以上を目標とする。 
①進級率の増加 １年生の進級率（90％）。 
②中退者数10名以下。 
③皆勤・精勤者の増加と遅刻者10％減。 
④特別指導件数・対象者数の減少（10件20名）目標・前年度以下。 
⑤部活動加入率75％ 
⑥就職・進学希望達成率100％。 
⑦第２学年におけるインターンシップに全員参加。 
⑧各種資格等取得者数の増加。 
⑨体罰０件、いじめ０件。 
⑩ホームページの閲覧回数と更新回数の５％増加 
⑪ライフ・ワークバランスの実現のため、超過勤務が月 30時間以下（職員平均）を目指し、有給取得
15日以上を目指す。 

⑫生徒による地域貢献、ボランティア活動を年間５回以上。 
⑬各科の受検倍率1.0倍以上。 

 


